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有
田
屋
の
老
主
人
・
元
安
中
市
長
湯
浅
正
次
氏
の
計
報
に
接
し
た
の
は
、

本
年
一
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
生
前
同
氏
は
祖
父
湯
浅
治
郎
(
一
八

五
O
S
 
一
九
三
二
年
)
に
関
す
る
聞
き
取
り
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た

だ
け
に
、
{
叔
し
さ
を
感
じ
た
。

過
去
に
、
本
格
的
な
湯
浅
治
郎
研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
戦
前
で
は
、

唯
一
の
追
悼
論
集
と
し
て
湯
浅
二
郎
編
『
湯
浅
治
郎
』
(
一
九
三
二
年
)
、

関
連
文
献
に
姪
の
久
布
白
落
実
著
『
湯
浅
初
子
』
(
東
京
市
民
教
会
出
版
部
、

一
九
三
七
年
)
が
あ
る
最
近
、
半
田
喜
作
著
『
湯
浅
治
郎
と
妻
初
』
(
あ

さ
を
社
、
一
九
九
四
年
)
が
出
版
さ
れ
、
昨
年
は
太
田
愛
人
著
『
上
州
安

中
有
田
屋
1
湯
浅
治
郎
と
そ
の
時
代
』
(
小
沢
書
店
)
が
出
た
。
後
者
は
多

く
の
文
献
資
料
を
集
積
し
、
有
田
屋
の
位
置
付
け
を
安
中
と
の
関
係
で
叙

述
し
た
煮
凹
で
あ
り
、
近
代
史
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
把
握
す
る
も
の
と
し
て

も
、
近
代
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
と
し
て
も
、
好
著
と
い
ぇ
る
。
同
書

、

上
州
の
キ
リ
ス
ト
教
・
自
由
民
権
と
女
権
の
波
・
民
友
社
登
と
言

は論
活
動
・
新
島
襄
の
死
・
波
潤
の
同
志
社
・
朝
鮮
伝
道
反
対
運
動
・
石
造

の
教
会
と
い
う
七
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
太
田
氏
は
、
湯
浅
治
郎

の
人
生
行
路
に
こ
れ
ら
各
章
の
内
容
を
緻
密
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
通
じ

て
、
近
代
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
を
描
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
主
と
し

て
こ
の
書
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
有
田
屋
と
湯
浅
治
郎
を
め
ぐ
る
物
語
を
み

て
み
た
い
。

父
治
郎
吉
母
も
よ
の
長
男
に
生
ま
れ
た
湯
浅
治
郎
の
生
家
有
田
屋
は
、

上
州
安
中
(
現
安
中
市
)
の
商
家
で
あ
る
。
醸
造
業
を
中
心
に
、
養
蚕
.

製
糸
・
農
業
な
ど
を
手
広
く
営
む
。
安
中
を
通
る
中
山
道
は
幕
末
か
ら
、

絹
の
道
、
殖
産
の
道
、
文
化
の
道
で
あ
り
、
さ
ら
に
明
治
に
な
る
と
、
キ

リ
ス
ト
教
を
上
州
安
中
地
方
へ
伝
播
す
る
信
仰
の
道
と
な
っ
た
。
一
八
六

九
年
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
夫
妻
が
安
中
を
通
り
、
在
米
中
の
新
島
襄
の
消
息
を

萩
原
俊
彦

(
大
学
人
文
科
学
研
究
所
嘱
託
研
究
員
)
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一t

,
一

伝
え
て
い
る
。
街
道
は
海
外
情
報
を
伝
え
る
役
割
を
も
担
っ
た
の
で
あ
る
。

有
田
屋
の
父
子
は
商
売
の
た
め
、
内
外
の
情
報
を
収
集
し
た
。
湯
浅
治
郎

は
南
京
米
や
魚
油
の
輸
入
販
売
、
生
糸
輸
出
の
た
め
、
横
浜
1
安
中
問
を

し
ば
し
ぱ
往
復
し
て
、
情
報
を
獲
得
。
さ
ら
に
、
津
田
仙
の
稲
作
改
良
法

を
学
ぶ
な
ど
、
斬
新
の
知
識
を
得
て
、
経
営
を
充
実
さ
せ
た
。
著
者
は
こ

の
道
の
役
割
を
重
視
す
る
。
ま
た
、
一
八
七
二
年
、
有
田
屋
は
店
の
向
側

に
便
覧
舎
を
設
立
し
た
。
和
漢
の
古
晝
新
刊
の
啓
蒙
晝
特
に
治
郎
が

愛
読
し
た
福
沢
諭
吉
本
な
ど
、
蔵
書
千
冊
が
収
め
ら
れ
、
新
聞
・
雑
誌

も
無
料
で
閲
覧
で
き
る
こ
の
施
設
は
図
書
館
と
口
う
べ
き
で
、
同
年
設
立

の
東
京
書
籍
館
、
京
都
集
書
院
と
並
ぶ
、
近
代
日
本
最
初
の
図
書
館
で
あ

る
。
現
在
、
そ
こ
に
は
「
便
覧
舎
址
の
碑
が
"
ち
、
安
中
市
指
定
史
跡

と
な
っ
て
い
る
。
一
八
七
八
年
、
こ
の
建
物
の
二
階
で
、
新
島
襄
が
十

人
の
男
女
に
施
洗
、
自
主
・
独
立
の
自
給
教
会
で
あ
る
安
中
教
会
が
発
足
。

士
地
に
定
住
の
伝
道
者
が
不
在
ゆ
え
、
湯
浅
治
郎
が
奉
仕
し
た
。
以
来

有
田
屋
は
基
督
者
の
情
報
収
集
と
交
換
の
場
来
訪
す
る
基
督
者
の
定
宿

と
な
る
。
新
島
襄
夫
妻
小
崎
弘
道
な
ど
多
数
が
草
履
を
脱
い
だ
。
ま
さ

に
、
有
田
屋
は
近
代
宗
教
文
化
発
足
の
一
基
点
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
廃

娼
運
動
な
ど
女
性
人
権
の
擁
護
を
課
題
と
す
る
民
権
運
動
が
展
開
す
る
の

で
あ
っ
た
。

湯
浅
治
郎
は
県
会
議
員
と
な
る
や
、
知
事
公
選
と
廃
娼
を
め
ざ
し
て
戦

つ
た
。
後
者
は
ま
さ
に
、
彼
の
信
仰
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
人
権
田
類
と
結
ば

れ
た
も
の
で
あ
り
、
早
く
も
、
一
ハ
ハ
ニ
年
、
廃
娼
の
建
議
を
可
決
、
群

馬
県
は
一
八
九
三
年
に
日
本
最
初
の
廃
娼
県
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
彼
が

国
会
議
員
と
な
る
や
、
こ
の
運
動
は
全
国
に
拡
大
し
、
長
期
戦
の
結
果

戦
後
の
売
春
防
止
法
の
実
現
に
つ
な
が
る
。
彼
は
敬
一
醒
社
や
民
友
社
で
、

'
■
■■
,
、

^
ヨ
,
三
:

:
"
一
.
戸

一
一
.
,

曳

・
L

1

,

昭和初期の有田屋

1「

^^

.,円1§..'

28



宗
教
的
な
出
版
文
化
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
が
、
新
島
の
死
は
、
彼
の
人

生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
京
都
時
代
の
湯
浅
治
郎
は
同
志
社
の
無
給
理
事
と
し
て
約
二
十

年
間
、
財
政
の
健
全
化
の
た
め
働
い
た
。
そ
の
上
、
校
地
の
整
備
に
尽
力
、

よ
う
や
く
同
志
社
は
学
園
ら
し
い
概
観
を
保
っ
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、

彼
の
努
力
も
あ
り
、
明
治
末
年
に
は
同
志
社
大
学
が
開
学
す
る
。
だ
が
一

方
で
同
志
社
の
世
俗
化
を
憂
い
て
、
「
:
・
然
る
に
黒
社
の
現
状
は
何
だ
。

世
問
一
般
の
学
校
と
少
し
も
異
な
る
所
が
無
く
、
益
々
、
世
問
と
同
じ
か

ら
ん
こ
と
を
努
め
て
ぃ
る
で
は
な
い
か
。
:
・
真
に
同
志
社
の
更
生
を
祈
ら

ば
新
島
先
生
の
遺
言
に
帰
り
、
出
直
す
べ
き
で
あ
る
(
湯
浅
二
郎
編
『
湯

浅
治
郎
』
二
十
六
頁
)
と
、
退
職
後
間
も
な
く
理
事
会
を
批
判
す
る
文

を
発
表
し
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
湯
浅
治
郎
が
挑
ん

だ
朝
鮮
伝
道
反
対
運
動
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
吉
野
作
造
・
柏
木
義
円
が
ト

リ
オ
を
組
み
、
一
方
で
は
親
族
の
徳
富
蘇
峰
が
朝
鮮
総
督
府
に
協
力
、
結

局
、
一
九
二
年
、
組
合
教
会
は
朝
鮮
伝
道
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

晩
年
を
迎
え
た
湯
浅
治
郎
は
、
安
中
教
会
に
新
島
記
今
X
至
呈
を
献
堂
す

る
。
壮
年
期
か
ら
霊
南
坂
・
番
町
・
 
Y
M
C
A
 
・
同
志
社
の
校
舎
建
築
を

手
が
け
て
お
り
、
こ
れ
が
最
後
の
建
築
事
業
と
な
っ
た
。

湯
浅
治
郎
は
数
字
に
強
い
実
直
な
商
人
道
を
弁
え
た
政
治
家
で
あ
り
、

和
才
洋
魂
の
政
治
家
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
具
現
し
た
政
治
家
と

要
約
で
き
よ
う
。
日
常
の
治
郎
は
徹
底
し
た
節
倹
主
義
の
実
践
家
で
あ
っ

た
。
汽
車
は
三
等
車
、
市
電
は
極
力
片
道
の
み
利
用
な
ど
。
用
な
き
旅
は

せ
ず
、
芝
居
.
映
画
・
相
撲
見
物
な
ど
を
否
定
し
た
徹
底
し
た
倹
約
ぶ
り

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
有
田
屋
は
、
治
郎
の
次
男
三
郎
に
有
償
譲
渡
さ
れ
る
。
三
郎

は
県
会
議
員
や
基
督
者
町
長
と
し
て
声
望
を
高
め
た
。
そ
の
息
子
、
正
次

は
高
崎
中
学
校
在
学
中
、
安
中
教
会
・
金
蘭
青
年
会
で
活
躍
、
の
ち
に
新

島
中
学
校
設
立
運
動
を
お
こ
し
た
。
そ
の
結
晶
こ
そ
、
新
島
学
園
で
あ
る
。

長
じ
て
、
正
次
は
群
馬
県
教
育
委
員
長
、
安
中
市
長
、
新
島
学
園

財
務
理
事
を
歴
任
、
叔
父
八
郎
を
助
け
、
同
学
園
の
教
育
に
貢
献

し
た
。
正
次
は
ヤ
ス
ク
ニ
反
対
・
政
教
分
離
を
求
め
る
行
動
に
参

加
し
た
信
仰
者
で
も
あ
っ
た
。
祖
父
の
血
を
ひ
く
と
い
う
べ
き
か
。

同
志
社
と
新
島
学
園
の
教
育
、
お
よ
び
両
者
の
結
び
付
き
の
か
げ

に
、
有
田
屋
特
に
故
湯
浅
正
次
の
貢
献
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
っ
て
有
田
屋
は
慈
善
商
法
で
住
民
の
信
用
を
高
め
た
が
、
現

代
の
有
田
屋
は
、
合
成
添
加
物
や
防
腐
剤
を
使
わ
ず
、
原
料
の
味

を
誠
実
に
だ
す
商
品
づ
く
り
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
有
田

屋
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
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